
精密工学会関西支部第１５９回見学会ご案内 

今回はアマチュア天文家の聖地である花山天文台を見学させて頂きます。花山天文台は

1929 年に京都大学宇宙物理学教室の附属施設として設置され、日本の天文学を牽引してきま

したが、環境悪化（光害や大気状態の悪化）により飛騨天文台ならびに岡山天文台へと主力観

測施設の地位を譲りました。現在は「教育施設」として重要な役割を果たしている他、その歴

史的価値から“京都を彩る建物や庭園”にも認定されています。天文台には，工作機械に使わ

れている機械要素、設置環境に共通する技術の基本原理が数多く使われおり、きっと精密工

学の原点を再認識できるものと期待されます。皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 
 
日  時  令和 7 年 1 月 17 日（金）14 時 00 分～16 時 40 分 
 
見 学 先  花山天文台  (京都大学大学院理学研究科付属天文台) 

〒607-8471 京都府京都市山科区北花山大峰町 17   
 
内   容  14：00～14：10  挨拶 

14：10～15：30  天文台見学 
15：30～16：30  特別講演 

講演題目 「太陽の脅威とスーパーフレア」 
講 演 者  同志社大学特別客員教授，京都大学名誉教授（元天文台長） 

               柴 田 一 成  先生 
【要旨】太陽ではときおりフレアと呼ばれる爆発現象が発生し、人工

衛星故障、通信障害、停電など、社会に様々な影響を与える。一方、太

陽と良く似た星の観測から、スーパーフレアと呼ばれる超巨大爆発の

可能性も否定できないことが判明した。太陽でスーパーフレアが発生

したら地球社会はどうなるのか？ これらの最新の知見を解説する。 
 

16：30～16：40 閉会 
17：30～   交流会（希望者のみ） 

 
定   員  20 名  
 
料  金  見学会無料 ・ 交流会有料（実費） 
 
申込締切  令和 6 年 12 月 25 日（水） 
 
申込方法  E-mail にて「第 159 回見学会申込み」と題記し、氏名・勤務先・部署・役職、 

連絡先住所・電話番号、会員資格・会員番号、E-mail および交流会の出欠を明

記の上、当支部宛お申し込み下さい。 
※天文台へは最寄りの駅よりタクシーにて移動（費用は学会が負担）の予定で

す。お車でお越し場合はその旨のご明記をお願い致します。 
支部ホームページに、申込書を掲載していますのでご利用ください。 

 
備  考  申し込み頂いた方には、集合場所等を折返し連絡いたします。  
 

公益社団法人 精密工学会 関西支部 
E-mail： jspe_kansai@jspe.or.jp 


